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北海道半導体人材育成等推進協議会：2025年度事業の概要
⚫ 北海道経済産業局は、半導体人材の育成・確保と半導体関連産業の取引活性化をテーマとして産業界、教育機関、行政機関等

で構成する「北海道半導体人材育成等推進協議会」を2023年6月に設置。

⚫ 人材育成・確保では、2030年度における道内半導体・電子デバイス関連企業の採用希望数670人（2023年度実績約241人の

約３倍）を数値目標（改訂）として設定し、以下の人材育成・確保策を実施。

⚫ 取引活性化では、2024年度実施の半導体・電子デバイス企業と道内企業のビジネスマッチングからメニューを拡大。加えて、

道内半導体産業のボトルネックである原材料や危険物等の物流について調査を実施。

北海道半導体人材育成等推進協議会（2026年3月6日時点：76機関 ）

産業界 39社 経済団体・業界団体・行政 19機関

・半導体関連、人材派遣、金融機関
Rapidus(株)、ミツミ電機(株)、
(株)デンソー北海道、(株)SUMCO、
(株)アムコー･テクノロジー･ジャパンほか

教育機関 18機関

・道内の理工系高等教育機関を網羅

北海道大学、室蘭工業大学、北見工業大学、
千歳科学技術大学、旭川高専、ほか

・事務局：北海道経済産業局

北海道経済連合会、北海道商工会議所連合会、北海道
機械工業会、北海道、千歳市、札幌市ほか

人材育成・確保の取組

各校のカリキュラム強化 若年層向け魅力発信事業 中途採用支援構成機関各社のPR支援参画機関主催の取組

産学
の
接点
強化
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取引活性化の取組

サプライチェーンマップ更新 ①道内半導体企業のサプライヤー発掘 ②道内中小企業の半導体産業への新規参入
③北海道進出を検討する企業の道内におけるパートナー発掘 など

目 的

半導体業界の発注量拡大 道内中小企業に対する発注量拡大を図るため,広域連携も活用してビジネスマッチング5回・企業間交流会を7回実施。

半導体物流の課題調査

企業数 157社169事業所

ヒアリング調査や検討会により、課題の整理、共同配送等の解決案を協議。

道内中小企業の取引拡大 半導体関連企業との取引に関心がある道内企業に対して、広域連携も活用してセミナー５回、工場見学３回、掘り起こしを実施。

後押し・加速化 プログラムの実施拡大
新規実施

人材ミニWGの新設

ポータルサイトの構築

教育機関11校の学生・10校の教員に対して、20機関が38コマ（延べ3108名）の実務家教員派遣を実施 。
教育機関や学会９校の学生・17校の教員に対して、8社が11回（延べ230名）の工場見学を実施。

産学が膝寄せで実務的な協議ができる場として「半導体人材育成ミニWG」を新設。

産学双方のニーズ・シーズの見える化、コミュニケーションの円滑化・持続化を図るための環境を整備。
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協議会コンテンツ 企業×学校の接点拡大

年次

教
育
機
関

半
導
体
企
業

昨年度コンテンツ

連携強化

専門的な知識・技術力UP

今年度コンテンツ

半導体への関心層ボリュームUP

実務家教員派遣

工場見学

インターンシップ

拡充

拡充

人材WG 25年度の取組総括 プログラムの実施拡大・新規接点創出

6コマ
24コマ

38コマ

23年度 24年度 25年度

30名
98名

230名

23年度 24年度

7.7倍

(23-25年度比)

2,276名
（実績）

3,108名
（実績）

25年度

＜受入企業実績＞
・(株)アムコーテクノロジージャパン ・(株)FJコンポジット
・(株)SUMCO ・セイコーエプソン(株)
・デクセリアルズフォトニクスソリューションズ(株)
・トレックス・セミコンダクター(株) ・ミツミ電機(株)
・(株)メデック・ユニマイクロンジャパン(株) ・ラムリサーチ(同)
・Rapidus(株)

＜参加校実績＞
・北海道大学  ・北海道職業能力開発大学校
・室蘭工業大学  ・育英館大学
・北見工業大学  ・北海道サイバークリエイターズ大学校
・北海道科学大学 ・日本工学院北海道専門学校・
・北海学園大学  ・道内4高専（旭川,釧路,苫小牧,函館）

【実務家教員派遣】

25年度 取組実績

6.3倍

(23-25年度比)

【工場見学】

• 産学連携によるシームレスな教育モデルの構築に向けて、実務家教員派遣や工場見学等のプログラムの対象年次・コマ数を
拡大し、「産と学の接点づくり」を更に強化した。

• また、産学の接点創出・強化の更なる加速化を推進するため、「半導体人材育成ミニWG」を新設し、産学のマッチング拡
大に向けた具体的な施策を検討。

• さらには、産学間のコミュニケーションの円滑化・持続化に向け、ポータルサイト（仮称） の構築に着手し、連携拡大に繋
がる環境を整備。

【大学】学部１～2年
【高専】高専1～3年
【専門】学科1～2年

【大学】学部 3年
 修士 1年

【高専】高専 4年
専攻科 1年

【専門】学科2～3年

【大学】学部 4年
 修士 2年

【高専】高専 5年
専攻科 2年

【専門】学科2～4年

【若年層】
小学生
中学生
高校生

出前講座

体験教室 等

継続

継続



25年度 取引活性化WG 活動実績の全体像
• 25年度は①半導体業界からの発注量拡大、②道内企業の取引促進の双方に対する取組を同時に強化し、道内における半
導体拠点形成の更なる加速化を後押し。

• 東北・中国地域の他協議会との新たな広域連携構築により、域外発注企業からの発注量と発注テーマの拡大を同時に実現。

• また、道内提案企業の母数拡大を目的に、堀り起こしと同時並行で、参入判断に必要な情報・ノウハウの提供に注力。
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工場見学

取引促進セミナー

⚫ 市場ニーズや参入成功事例等、
必要な情報・ノウハウを蓄積す
る機会をセミナー形式で提供。

⚫ 初めての取組で、広域連携も活
用して５回実施。

Ｎｅｗ

Ｎｅｗ

ビジネスマッチング

⚫ 半導体関連企業との１対１の直
接商談の機会を提供。

⚫ 広域連携の活用により実施回数
は昨年度1回から５回へ拡大。

拡大

企業間交流会Ｎｅｗ

⚫ 横連携や商談機会を求める企業
に対して業界の垣根を越えた交
流機会を提供。

⚫ 初めての取組で、広域連携も活
用して7回実施。

⚫ 道外半導体関連の工場見学を通
じて、半導体業界への理解を深
める機会を提供。

⚫ 初めての取組で、広域連携を活
用して3回実施。

提案企業の掘り起こし・特定

⚫ 道内企業に対する直接訪問・ヒ
アリング活動を集中的に実施。

⚫ 面談やイベント等を通じて200
 社程度の掘り起こしを実施し、

 関心がある50社程度を特定。

Ｎｅｗ

※３月９日開催予定のセミナーも回数に含めて記載



人材WG 26年度取組方針（案）

取組方針案

産学マッチングの拡大

道内における半導体人材の育成・確保の実現に向け、産業界と教育界とのマッチング拡大。

これにより、実務家教員派遣や工場見学等の産学連携プログラムの実施拡大や早期人材の裾野拡大を促進。

１

産学のコミュニケーション活性化

産学の接点創出・強化の更なる加速化を推進するため、今年度新たに設置した「半導体人材育成ミニWG」等での実務的な意見交換を通じて、産学

双方のニーズに応じたマッチングの拡大に向けた具体的な施策を検討。

２

産学の連携機会の創出

産学マッチングの拡大に向けて、双方のニーズ・シーズの見える化、コミュニケーションの円滑化・持続化を図るため、今年度整備したポータル

サイト（仮称）等の活用や対面での交流機会を創出し、連携拡大に繋がる環境を構築。

３

産学連携プログラムの拡大の余地

半導体企業

教育機関

5

産学双方からのニーズや課題を
もとに、マッチングの拡大に向けた
具体的な取組の検討を拡大

【半導体人材育成ミニWG】

検討・実施

議論拡大

【ポータルサイト(仮称)】

交流・連携機会の拡大を図り
産学のマッチングを実現

【交流会】

機会創出

産学連携プログラムの更なる実施拡大に向けて

・半導体教育の講義数の
拡大が進む

・若い世代による半導体へ
の関心の高まり

・人材不足

・教育機関との
接点ニーズの高まり

産学マッチングを加速化

2030年度
人材採用数値目標670人
実現に向け、

産学連携の現状 次年度以降

STEP1 STEP2 STEP3
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取引WG 26年度取組方針（案）

取組方針案１．発注量の拡大

２６年度から新たに九州地域も加え、国内半導体４拠点（北海道・東北・中国・九州）間の連携体制を構築。これを基軸として、関東・中部・近畿エリアと
の連携も新たに推進。

広域連携のエリアを２倍に拡大していくことにより、ビジネスマッチング・交流会等、道内提案企業に対する発注量の更なる拡大を実現。

１

取組方針案２．取引拡大・参入支援

半導体業界との取引拡大を目指す企業側では、複数の経営課題が取引拡大の足枷になっている状況。

広域での商談・交流機会の提供拡大に加え、様々な分野の専門家を併用した総合的・継続的なハンズオン支援を新たに実施。各社の課題解決支援を通じ、
取引拡大の実現を後押し。また、金融機関等の支援機関のネットワークを活用し、潜在企業群の掘り起こしを道内全域で推進。

2

発注ニーズ

提案

道外半導体関連企業 道内企業

商談機会の拡大

⚫ 取引拡大を目指す先進企業群に
対して、ビジネスマッチングや
企業間交流会を開催し商談機会
を提供。

⚫ 広域連携の拡大（九州コンソの
追加）により実施ボリュームを
さらに拡大。

道内進出支援

道外半導体関連企業

⚫ 広域連携による企業間交流会等
に参加した道外半導体関連企業
を対象に道内への進出意向をヒ
アリング。

⚫ 進出意向がある企業に対しては、
自治体や地場の金融機関への紹
介を通じて、道内への進出を後
押し。

専門家派遣（伴走支援）

⚫ 取引拡大を目指す先進企業群に
対して、専門家が取引拡大に向
けた課題を洗い出し。

⚫ 専門家による課題解決に向けた
コンサルティングを通じて、生
産能力拡大や販路拡大を後押し。

協議会

課題聞き取り

専門家

コーディネート

伴走支援

先
進
企
業
群 

潜
在
企
業
群 

新事業参入セミナー

⚫ 半導体業界を含む各業界におけ
る参入成功事例等、必要な情
報・ノウハウの情報発信機会を
拡大させ、新規参入を後押し。

⚫ また、製造業が共通する課題解
決を目的に、解決の糸口に有用
な情報をセミナー方式で提供。

課題解決や新規参入
ノウハウ等

提案企業の掘り起こし

⚫ 金融機関、支援機関との
連携、共催イベント開催
により、未発掘企業の掘
り起こしを拡大。

未
発
掘
企
業
群 

拡 大拡 大拡 大

道内未発掘企業群

顕在企業群

取組イメージ

情報収集

協議会

進出意向

取組方針案３．進出支援

道内における半導体拠点形成の進展に伴い、今後も国内外からの企業進出が進んでいくことが予想される。全国協議会や道内各構成機関との連携のもと、

検討フェーズにある進出候補企業の掘り起こしから個別の課題解決支援等、道内への新規進出を総合的に支援。
３
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